
【舞踊】 

ダンス・アンソロジー～身体の煌めき 

 

１．平山素子 コンテンポラリーダンス・ワークショップ 

日 時：２００９年１１月２０日(金） 

ベーシック（基礎）・コース ：１３:００～１４:３０ 

ヴァリエーション（初・中級）・コース： １５:００～１７:００ 

会 場：愛知県芸術劇場大リハーサル室 

講 師：平山素子 

参加者数： 

ベーシック（基礎）・コース    :３５人 

ヴァリエーション（初・中級）・コース：４３人 

合 計     ７８人 

 

   １２月に開催するソロダンス公演の振付家・ダンサー 

の平山素子によるダンスのワークショップを開催した。

地元のダンサーにも人気の高い平山のコンテンポラリ

ーダンスのエッセンスを体験できるワークショップと

いうことで、多くのダンサーが参加した。前半のベーシ

ックコースでは、誰もが参加できるシンプルな内容だが、

いかに体にニュートラルに向かい合うか、という基本の

大切さを伝えた。またヴァリエーションコースでは、参

加者たちに自らの振付の一部を与え共に踊ることで、平

山のダンスの真髄を体験できる貴重な機会になった。 

 

 

２．ダンス・アンソロジー関連上映会＆Noism 舞台写真展 

上映及び展示期間：２００９年１２月１日（火）～２７日（日）[２３日間] 

＜上映日程＞ 

  康本雅子 ：２００９年１２月１日（火）～６日（日） 

  ニブロール：２００９年１２月８日（火）～１２日（土） 

  平山素子 ：２００９年１２月１５日（火）～２０日（日） 

  Noism   ：２００９年１２月２２日（火）～２７日（日） 

会 場：アートプラザ内ビデオルーム 

入場者：累計７９７人 

 

 日本を代表する舞踊家たちの鍛えられた身体、そこから広がるオリジナリティー溢れるダンス

の最前線に迫る「ダンス・アンソロジー」関連事業として、その期間中に公演を行う康本雅子、

平山素子、Noism と平成２２年度開催のあいちトリエンナーレ２０１０に新作を発表するニブロ

ールの映像作品の特別上映会を行った。特に Noism は、今回の上映会に合わせて、特別に編集し

た映像を提供いただき、ここでしかみることのできない上映会となった。 

  これと同時に Noism 初の愛知公演『Nameless Poison～黒衣の僧』の関連企画として「Noism

舞台写真展レジデンシャルカンパニーNoism5 年の軌跡」を行い、金森穣氏率いる Noismの魅力を

知る機会を設けた。Noism は、りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館が、舞踊部門芸術監督に金森

氏を迎えたことにより、2004年 4月に劇場専属のダンスカンパニーとして設立されたが、そのカ



ンパニーの５年間の軌跡を写真によって紹介することにより、欧米の劇場ではあたり前のごとく

成立してきた専属ダンスカンパニーというシステムを、日本の一都市である新潟市がどのように

取り組んできたのか、単なるダンスというジャンルの問題としてではなく、公立文化施設が取り

組む社会的な意義という意味を考える好機となった。 

 

 

３．「パフォーミングアーツ・ガーデン」＆ 

「フォーラムセッション康本雅子＆DJ 吉沢 dynamite.jp」 

日 時：２００９年１２月５日（土） 

パフォーミングアーツ・ガーデン 

１１：００～１２：３０、愛知県芸術劇場大リハーサル室 

1 THE PONDORS＆めんどルズ あの娘は帰らない 他 

2 伊東佳那子(中京大学） Fragile mind 

3 田島志織・渡邊由子（中京大学） 八日目の蝉 

4 中京女子大学 ダンス部 蛇心ー堕落への誘いー 

5 中京大学 ダンス部 晴れた日と、日曜日の朝は… 

6 旭丘高校 ダンス部 不思議なポケット 

7 中村高校 ダンス部 夏祭り 

8 相馬秀美、田中三奈代、松橋真由子、和光理奈 Flower 

9 RAY&小野浩輝 au dela du bruit  

10 魂宮時 Untitled 

１２：００～１４：３０ 美術館庭園の前（愛知芸術文化センター１０階） 

11 GAMA Improvisation（即興） 

12 生き音 Improvisation（即興） 

13 KURONOZ 
クラフトワイフ・クロノズ／

Craftwife+KURONOZ 

14 二足歩行クララズ   

15 さらばじゃ倶楽部 春はあけぼの 

16 川畑ひろこ おひとりさまつり 

17 鈴村由紀   

18 Afterimage 
ダンシがみたい！～43.5℃のシャ

ワー 

19 メロンオールスターズ （株）電気サロン～しびれる魂 

 

フォーラムセッション 康本雅子＆DJ 吉沢 dynamite.jp 

１５：００～１５：３０ フォーラム I（愛知芸術文化センター２階） 

 康本雅子＆ＤＪ吉沢 dynamite.jp  当日仕入れ弁(即興) 

 

入場者数： パフォーミングアーツ・ガーデン 

      大リハーサル室 ：１７１人 

美術館庭園の前 ：１１４人 

    フォーラムセッション ：３３７人    

合 計       ６２２人 



 

  ダンス・アンソロジーのプログラムの１つとして、「あいちトリエンナーレ２０１０」に向け

て、様々なパフォーマンスを一堂に行う無料の公演を開催した。催しは２つに分かれ、最初に行

ったのは、「パフォーミングアーツ・ガーデン」。音楽とダンス公演をノンセレクションで次々と

みせてゆくショーケース・イベントで、第１部を大リハーサル室で、第２部を１０Ｆ美術館庭園

の前で開催した。 

  「パフォーミングアーツ・ガーデン」の出演者は、地元を中心に活動したり地元出身の音楽家

やダンサー達で、出演の機会を設けるのがこの催しの大きな目的であった。２００７年のセンタ

ー開館１５周年記念イベントを機会に生まれたダンスグループ「めんどルズ」＆音楽グループ

「THE PONDORS」や、これまで文化情報センターが行ってきたワークショップやダンス公演に参

加したメンバー達によるソロやグループに加えて、はじめて高校生や大学生のダンス部が登場す

る機会となった。大リハーサル室は照明・音響を仕込みすべてのグループが集中した公演となっ

たのに対し、１０Ｆ庭園前は自由で開放的な雰囲気で、観客にとっては気軽に鑑賞できたが、パ

フォーマンスによっては散漫な感じのものも見受けられ、それが効果的なパフォーマンスもあっ

たが、鑑賞しにくいものもあった。観客は、雨天にもかかわらず、それぞれの出演者の知人・友

人をはじめ、多数が集まった。 

  続いて、場所を変えて開催した「フォーラムセッション康本雅子＆DJ 吉沢 dynamite.jp」は、

たった３０分の即興とはいえ、起伏に富んだユーモアも交えた内容だった。 

  

 

10F 「パフォーミングアーツ・ガーデン」 

          
 GAMA            afterimarge        メロンオールスターズ 

 

 

2F 「フォーラムセッション康本雅子＆DJ 吉沢 dynamite.jp」 

 

    

                                    撮影：南部辰雄 

 

 



 

 

４．ニブロール映像インスタレーション『ハンノウ』 

日 時：２００９年１２月１５日（火）～２０日（日）６日間 １０：００～１８：００ 

会 場：アートスペースＧ 

入場者：３４７人 

 

  振付家、映像作家、音楽家、フ

ァッションデザイナー、照明美術

家、ジャーナリストなど、各分野

で活躍するディレクターたちによ

るマルチメディアアート集団『ニブロール』が、あいちトリエンナーレ２０１０に発表する新作

へ向け、映像・写真・美術作品による新作インスタレーションの展示を開催した。身体表現はも

とより、美術や衣裳など、ジャンルを超えた内容となり、観客層も舞台ファンから美術ファンと

多岐にわたったことで、ダンスファン層の拡大につながった。 
 
 
５．平山素子新作ソロダンス公演『After the lunar eclipse／月食のあと』 

日 時：２００９年１２月１９日（土）午後１９時開演 

２０日（日）午後１４時開演、午後１８時開演 

会 場：愛知県芸術劇場小ホール 

出演・スタッフ： 

構成・振付・ダンス：平山素子   

ライトアート：逢坂卓郎  

衣裳：スズキタカユキ   

音楽：落合敏行 

照明：森規幸（balance,inc.DESIGN） 

入場者： 

  ２００９年１２月１９日（土）午後１９時開演 １８６人 

２０日（日）午後１４時開演 ２０６人 

              午後１８時開演 １５６人 

合    計  ５４８人 

 

 

朝日舞台芸術賞、文化庁芸術選奨文部科学大臣賞、名古屋市芸

術選奨などの賞を受賞し、今もっとも旬で、日本のダンスシーン

を独走する愛知県出身の女性ダンサー平山素子と、ライト・アー

トの第一人者・逢坂卓郎による、愛知芸術文化センターがプロデ

ュースした新作ソロ公演を行った。 

  多くの観客を集めることができ、特に日曜日の昼公演はかなり前に売り切れとなった。公演の

内容も実験性に富んだものとなり、評論家や観客からも出身地の愛知ならではの企画という高い

評価を受けた。 

  

 

 

 



 

６．Noism１『Nameless Poison～黒衣の僧』 

日 時：２００９年１２月２３日（水）午後１９時開演 

２４日（木）午後１８時３０分開演 

会 場：愛知県芸術劇場小ホール 

出演・スタッフ： 

演出・振付：金森穣      

衣裳：中嶋佑一 

出演：Noism 01 （ノイズムワン） 

井関佐和子、宮河愛一郎、藤井泉、青木枝美、櫛田詳光、永

野亮比己、真下恵、藤澤拓也、後田恵、計見葵 

入場者： 

  ２００９年１２月２３日（水）午後１９時開演    １８６名 

        ２４日（木）午後１８時３０分開演 １９０名 

合    計  ３７６名 

 

りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館舞踊部門の専属舞踊団である

Noism の初めての愛知公演を開催した。演出・振付家の金森穣氏が率

いる Noism は、りゅーとぴあ新潟市民芸術文化会館が、舞踊部門芸術

監督に金森氏を迎えたことにより、２００４年４月に劇場専属のダン

スカンパニーとして設立され、今年で５周年を迎えた。Noism は２０

０８年度には第８回朝日舞台芸術賞舞踊賞を、また２００９年度には

芸術選奨文部科学大臣賞を受賞するなど、国内外で高い評価を得てい

る。「鍛えられた身体」をテーマとしたダンス・アンソロジーで、日

本で唯一のプロフェッショナルなコンテンポラリーダンスカンパニ

ーの Noism を取り上げることによって、プロの身体性を提示したいと考えた。 

今回の作品は、チェーホフ演劇祭と新潟市の共同制作による作品で、チェーホフ作品より「黒

衣の僧」と「第６病室」からイメージした新作が上演された。自らの劇場で毎日ストイックにト

レーニングを行い、実際に公演を行う劇場にて、長期間の仕込みやリハーサルを行うことで、作

品の完成度が全く異なることをあらためて感じることになった。 

金森穣振付のプロフェッショナルな公演を見たいと切望していた観客も多かったようで、チケ

ットはほぼ完売となった。金森氏によるアフタートークも大変好評で、金森氏の人柄とダンスへ

のストイックなまでの情熱に感銘を受けていた観客も多かった。 


